
















を出発点として、小説家として成功してゆく。これを目の当たりして、もともと小説家を強く志向 いた虚子 自らも小説を書く傍ら『ホトトギス』の文芸誌への転換を強力に押し進める。しかしやがて『ホト ギス』の発行部数減少を招くこと る。そこで虚子は、俳壇を席巻していた碧梧桐の新傾向俳句へ 対抗、俳壇復帰を
強く望む中川四明や、俳句誌としての購読を望む読者の強力な要請に応えるかたちで、再び俳壇に復帰する。この俳壇復帰の要因とる『ホトトギス』衰退の一因に、漱石の朝日新聞入社による執筆制限があるとされてき 。そ 根拠は 例えば虚子の次 様な記述にあると思われる。
私が国民新聞社に入社して国民文学といふ仕事に携はり、 「ホ





















アルス） 、 「 「 「猫」の頃」 （ 『漱石
全集』昭和三年版月報第一号
　
岩波書店） 、 「漱石と私」 （ 『俳句の















私はよくその家を訪ねたものでした。 （略）元来、天才的の人であつたものですからして、普通の人が考へるやうな風に萬事が行かなくなつて、いく か神経衰弱にかゝつた人が考へるやうな、軌道に乘らない考へ方もあつた事と考へられます。そこで細君が漱石の言行に手古摺つて、暇があつたならば漱石を少し連れ出して何處か つて、気保養をさしてくれ いかといふやうな事を私に頼んだ事もあつた であります（略） 。「山會」と稱へた文章會は、子規の生前の時分から致してをつたのでありましたが、子規歿後もやはり れを續け やつてをりました。
 
（ 「漱石と私」 『俳句の五十年』 ）
ある時私は漱石が文章でも書いてみたならば気が紛れるだら
うと思ひまして、文章を書いて見る事を勧めました。 （略）その日になつて立寄つてみますと、非常に長い文章が出来ておまして、頗る機嫌が良く （略）讀んでみてくれろといふ話であり た。 （略）漱石の家で讀んだ時分に、題はまだ定めてありませんでして、 「猫傳」としようかと ふ話があつたので
漱石の執筆制限と『ホトトギス』
─ 39 ─
















とがなかつた。勿論生きて居るから何かしなければならぬ する以上は自己の存在を確實にし、此處に個人があると ことを他にも知らせねばならぬ位の了見は常人と同じ様に持つてゐたかも知れぬ。けれども創作の方面で自己を発揮しやうとは、創作をやる前迄 別段考へてゐなかった。 （略）
さて正岡子規君とは元からの友人であつたので、私が倫敦に























































































































































を十年一日の如くつゞけて行つては立ち行かないと思ふ。俳句に文章にもつと英気を鼓舞し 刷新をしなければいかないですよ。と申して別に名案もないから只主人公たる君が大奮発をするより外 仕方がない。文庫新声抔一時景気のよいものが皆駄目になるのは時候遅れだからだと思ひます。ホトヽギス 売れるうち 色々考へて置かぬとな んでせう。
先づ巻頭に毎号世人の注意をひくに足る作物を一つ宛のせる


































深いのである。夏目君は文学の大家であることは疾く何人も知つて居ただろうが、自分は知らなかつた。（略）殊に自分は小説嫌ひである。読まず嫌ひである。小説なるものは男女の関係を書いたもので、士君子の手にすべきでない。書く者の人物は勿論、之を読む者も卑しむべしといふ独断から、所謂小説といふものを読まなかった。 （鳥居素川「漱石君を悼む」 （大正五年十二月十一日大阪朝日新聞掲載・ 『漱石全集』昭和三年版月報第十一号）
新聞記者という、時代の最前線にいて、尤も進歩的であろうはず
の立場の人物が、当時の「小説」に対する認識がこのようなもので
あったことに改めて驚かされる。作家という職業の、社会的地位の低さに今昔の感がある。その素川が、評判の『猫』を読んでも何の感興も得なかったにも関わらず、たまたま勤務に疲れた春 夕方、漱石の著作を今一度読んでみようと思い立つ。素川は 鶉籠』を袖にして草原に寝転んだ。そしてその中の「草枕」に感動し、漱石獲得に動き出す。素川は村山社長に願い出て、東京朝日新聞主筆の池邊三山 相談する この、たった一人の感動と行動が後の文豪漱石を作り上げる重大な契機となるのである。
こうして二月二四日
 熊本第五高等学校の漱石の教え子、白仁三











































































































（漱石氏）は朝日新聞社員となつた以上は新聞の爲に十分の力を盡して職責を空しくしないやうにしなければならぬといふ強い責任感を持つていた。そこで新聞社の方では他の雑誌、少なくとも其出身地であるホトトギスに時々稿を寄せる位 事は差支 い事としてゐたらしかつ が――これは私が澁川玄耳君から聞いた事であつた――漱石氏は他の雑誌 書くとそれだけ新聞に書くべき物を怠るやうになるといふ理由から新聞以外には一切筆を取らないと定めた であつた。これは創作が道楽でなくなつて職業と り原稿用紙に向ふことに興味の念の薄くなつて来た以上止むを得ぬ傾向と言はねばならなかつた。
虚子は、漱石が『ホトトギス』に書かなくなった理由を、職業作
家となったことで朝日新聞以外に、 「原稿用紙に向ふこと 興味の念の薄く つて来た」からとしているが、そうだろうか。三月二三
日の虚子への書簡（前掲８０４）の「小生が朝日に書き得る分量次第かと存候」が正直な本音であろう。もう一つ考えられる事は、虚子の若い頃からの強い小説家志望を最もよく知る漱石は、虚子が小説家として独り立ちできるチャンスと捉えたのではないだろうか。事実『猫』 成功で、文芸誌に舵を切った『ホトトギス』から伊藤左千夫「野菊の墓」 、鈴木三重吉「千鳥」 、長塚節 土」 （漱石の意向で東京朝日新聞に連載） 、野上弥生子「縁」などが誕生する。漱石は
自分を小説の道に導いてくれた虚子の為に、 「小説家虚子」











































に掲載され、 「余裕のある小説」 、 「低徊趣味」 、が評判となる。「虚子著『鶏頭』序」は、虚子が「ホトトギス」に発表した短編を『鶏頭』として出版するため、 漱石に序文を依頼したものである。序文は原稿用紙で一七枚余の長文で った。漱石は小説には「余裕のある小説」と、ない小説があるとする。
そして「余裕のない小説」の例としてイプセンをあげ、 「人生の死活問題を拉し来って、切実なる運命の極地を写すの 特色とする」と云う。一方「余裕のある とは、 「名の示す如く逼
せま
らない小説」
で、 「非常」と云う字を避けた、 「普段着の小説である」という。それは、 「左から眺めたり右から眺めたりして容易に去り難いと云ふ風な」 、 「低回趣味」があらわれるものだと云う。虚子の小説は「余裕のある小説」であるとし、 「虚子は俳句に於いて長い間苦心した男である。従って所謂俳味なるものが流露して小説の上にあらわれたのが、一見禅味から来た余裕と 致して、こん 余裕を生じたかも知れない」と、親しみを込めて解説する。これ以後『ホトトギス』の作者は「余裕派」と呼ばれ りしたが、漱石はどちらも「存在の権利がある」と述べている。 『鶏頭』は翌 四一年一月、春陽堂から刊行された。
明治四一年（１９０８）四月、漱石は『ホトトギス』に、 「創作























































































































































































そうした中、 虚子は 『ホトトギス』 （第一五巻第八号）の「消息」
で、 ようやく俳句に目を向け雑吟の選をやってみることを予告 。
小生は次号以下雑吟の選を当分遣つて見ることに致し候。近







『ホトトギス』第二巻第一号（明治三一年一〇月）を紐解くと、総頁数六〇、そのうち俳句及び俳句関連の記事が四八頁、つ りおよそ八〇パーセントが俳句であり、その他が子規の「小園の記」 、虚子の「浅草寺のくさ〴〵」等の写生文となって る。それが明治四五年五月には、俳句は「一題も選稿に接せざる始末にて、愈ゝ全然廃止するか、 」という状況になってを 『ホトトギス』がいかに様変わりしてしまったかに驚くのである。
漱石の名が『ホトトギス』にみえるのは、この年の九月号（第
一五巻第一二号） 「海辺より」 、 『レオナールド・ダヴィンチ』の
連載についての、感想書簡が最後となった。
大正二年（１９１３）一月、虚子は『ホトトギス』 （第一六巻第















































た虚子を誘い一等船客で厳島（宮島）に寄り一泊する。 （ 『俳句の五十年』には一〇月とあるが、 『漱石研究年表』では四月一四日、第五高等学校教授に赴任している） 。
熊本の高等学校に赴任する時分に、漱石がすゝめるまゝに厳
ママ
島まで一緒の船に乗つて行つたことがありました。その時分に漱石は私に、自分は少し月給を沢山貰ふやうになつ から、若干の金を君にやるから少し勉強をしろとい な事をいつた事がありました。 （略）月々五円であつたか十円であつたかの金を（略）続けて一年ばかり送つてくれてをつたやうに思いますが、漱石 細君を貰ふやうになつたのを境にして 、それを辞退しました。
 


















強く迫る子規に対し、虚子の為に学資援助迄して勉強するように諭し、結果的に と虚子の間をも取りなそうとする、漱石の心遣いが感じられる。このような人柄の漱石に、虚子は何とはなしに甘えているように感じられる。 末 が長兄に対するよ な雰囲気がある。たとえば最初に提示した「 （漱石が） 「ホトトギス」にも執筆しないことになりましたので、 「ホトトギス」 読者が非常に激減しまして、維持が困難になつてきたといふ事の為 」というような書き方にもそれが表れている。しか この 虚子本人 言葉 （漱石が）執筆
─ 58 ─








又これまで見てきた『ホトトギス』の折々にも見られる通り、俳句雑誌であった『ホトトギス』を、虚子自身の小説志向、漱石の成功などにより、 文学雑誌に変更したことにあると思われる。 それによって俳句を学びたい読者には魅力の無いものとなり、そうした購読者を次々に失ったということであろう。 かしそう ったとき、虚子
にとって最も切実な問題は、成功の時期を特定出来ない「完備する文学雑誌」や、 「文豪の輩出」 、ということよりも、先ずは『ホトトギス』の購読者を増やす事であったことは、先に紹介した「 輩知友にホトトギスの購読を望むの記」でも明らかである。そ て その確実な方策は、 俳句の購読者に応える俳句欄の充実であることに、虚子はようやく気がついたのであろう。
それは即ち、結果として、子規が『俳諧大要』の冒頭で「俳句は













のような時機に達していたことを強く自覚していた。 虚子 すれば、自らも深く関わって誕生したと自負する作家漱石。そして著名な作家となって手の届き難い存在となっ 漱石。しかし漱石は、盟友規の忘れ形見のような虚子と『ホトトギス』を、終生真っ直ぐに応援していたのである。そのような漱石 交流を重ねた、掛け替えのない歳月を経て、 虚子もついに「進むべき俳句の道」 （ 『ホトトギス』大４・４）に辿り着くのである。注（
























7）池邊三山（１８６４～１９１２）熊本生まれ。ジャーナリスト、本名吉太郎。一八歳で上京し、慶應義塾や、同人社に ぶ。二八年、旧藩主の世子、細川護成の補導役としてヨーロッパに滞在中、新聞 日本 「巴里通信」 （筆名
 
鉄崑崙）を寄せて文名をあげる。漱石はこれを注目し








































































































































Background of limitation to write novels for Soseki 
Natsume and its relationship with “Hototogisu”:
Consideration of interaction with Kyoshi Takahama
NEMOTO, Ayako
　Soseki wrote "Wagahai-wa Nekodearu (I Am a Cat.)" at Kyoshi’s encouragement on 
“Hototogisu” published in January, 1905. Soseki received publicity for this novel and had 
succeeded as a novelist. It stimulated Kyoshi to write a novel, and he changed 
“Hototogyisu” from Haiku magazine to literary magazine. However, the sales of 
“Hototogyisu” had dropped soon. Soseki was limited to write novels by working for 
Asahi Shimbun at that time. Generally speaking, this is the reason that the drop in sales 
of “Hototogyisu”.
　However, this paper finds out the reason that people learning Haiku stopped 
subscribing because “Hototogisu” changed to a literary magazine and it didn’t interest 
for them. It is clear by the above analysis that letters written by Soseki, which sent to 
two people (Kyoshi and Seccho Sakamoto who Soseki taught in the fifth highschool).
In addition, this study shows a change of contents in “Hototogisu” since 1897.
